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Sweetpotato plants were grown for 15 d under stepwise photosynthetic photon flux (PPF) 
and two levels of constant.PPF conditions. In stepwise PPF condition, the PPFs were set at 
100, 200 and 300 μmol m-2 s―1 0-4, 5-9 and 10-14 d after planting, respectively, PPFs of 200 
and 300 μmo! m-2炉 werechosen as the constant PPF conditions. Under same integrated 
PPF (PPF X photoperiod X experimental period), dry weight per plant 14 d after planting was 
I. I times higher in stepwise PPF condition than in constant PPF condition. The increase in 
dry weight per electric energy consumption of lamps was l.l times higher in stepwise PPF 
condition than in constant PPF conditions. Therefore, stepwise PPF control is a useful 
method for reducing electric energy ・consumption and increasing electric energy utilization 
e印ciency(chemical energy contained in plants/electric energy consumption of the system) of 
the closed-type transplant production system. 
Keywords: integrated PPF, lpomoea batatas L., light utilization efficiency, net photosynthetic 
rate, stepwise PPF control 
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はじめ に
苗生産もしくは増殖の多くは，現在，温室や苗圃な
どの開放型苗生産システムで行われている．開放型苗
生産システムでは，苗生産もしくは増殖に自然光を利
用するために，植物体の生育はシステム外の天候に影
響されやすい．それゆえ，開放型苗生産システムで高
品質な植物体を計画的に生産するためには，天候に合
わせて栽培方法を変更するなどの専門的な管理技術が
必要とされる．なお，本稿では，植物体とは，増殖過
程において増殖体を作り出すもの，苗生産過程におい
て苗として出荷されるもの，および両過程において育
成途中のもの， の総称とする．
他方，日射に不透明な断熱材で囲まれていて，内外
問の物質およびエネルギ輸送が抑制もしくは制御され
ている空間内で，人工光源のみを用いて植物体を育成
するシステム（以下，閉鎖型苗生産システム）では，
植物体の生育はシステム外の天候に影響されにくい．
さらに，開放型苗生産システムと比べて， 1）光合成有
効光益子束(photosyntheticphoton flux,以下， PPF),
光質明暗周期などの光環境の調節が容易である，2)
多段の育成棚を用いることによりシステム内空間の利
用効率を向上できる， 3）植物体の育成環境が安定して
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いるので，膝境と植物体の生行との閣係が比較的単純
になり，植物体の生育を制御しやすい，といった利点
をもっ lKozaict al., 1999)．これらの利点より，閉鎖
型苗生産ジステムでは，高品質な植物体を容易かつ計
画的に生産できると名えられる．
閉鎖型苗生産システムを実用化するうえで，植物体
の生産コス 1を削減するために，主要な運転コストの
一つてあると屯えられる，植物体育成にかかわる電力
コストをi';1|加ける必要がある．照明器具により消炊さ
れた屯なしエネルギはシステム内でその約 99％が熱エネ
ルギに変換される (Ohyamaand Kozai, 1998)ので，
システム内の気温を一定に制御するためには，空調（冷
尻）器具を用いて，その熱エネルギをシステム外へ輸
送する必要がある．それゆえ，照明器具の冗気エネル
ギ消費五を削減することは，空調器具の坦気エネルギ
消費且を削減することになり，したがって，閉鎖型苗
生南シス 7ム全体の電気エネルギ消双団の削減1こつな
がる． ここて．断熱壁を用いた閉鎖型苗生産システム
では． システム外からシステム内への壁面貫流熱位は
無視できるので，空調器具の冷房負荷は，照明による
発熱Rにほほ等しい．また，このシステムでは，暖房
i砂」は冬•手においてもほぽゼロである (Kozai, 1999). 
これまてに．明期時間の延長により植物体の生育を
促進できる(Ikedaet al., 1988a, b)こと，および低 PPF
条件下でも明期時間の延長によ り高 PPF条件下にお
ける植物体の生育と同等もしくはそれ以上となること
か報保されている (Crakerand Seibert, 1982; Kitaya 
et al., 1998)．また， 1日あたりの光合成有効放射紐が
等しい条件下でも，低光合成有効放射条件下で育成し
た仙物体の生育は，高光合成有効放射条件下で育成し
たそれよりも大となることも報告されている (Vlahos
et al.、1991)．これらの PPF調節による植物体の生育
促進は，育成期間の短縮、ひいては照明にかかわる電
気エネルギ消費凪の削減につながると予想される．他
方，植物個体群の光利用効率（純光合成速度／PPF)が
最大となるように PPFを調節することで，照明にかか
わる電気エネルギ消費梨を削減することを目的とした
研究 (Gotoand Takakura, 1987)，および日中の屯カ
料金よりも安価な深夜電力を利用できる時間帝にのみ
光を照射する (Ishiiel al., 1995; Suzuki et al., 1998) 
ことにより ，照明にかかわる地力料金を削減する試み
も報告されている．
筆者ら (Yamadaet al, 2000)は、サッイイモ植物
個体群の個葉の純光合成速度は育成初期において低
256(76) 
く，その後増人-jることを報告した．他方，植物個体
群の生育rともない葉面租指数が増大することによ
り，植物個体群の草冠上部で吸収される PPFが増大
し，植物個体群内へ入射される PPFの割合は，減少す
ることが矛想される．これらのことから，植物個体群
の生育にともない PPFを高める ことによる植物個体
群の純光合成速度の増大効果は大きいと考えられる．
また，積算 PPF(PPFX明期X育成日数）が等しい条
件下でも，植物体の生育にともない PPFを応めていく
ことで，育成期間中の PPFを一定にした場合と比べて
植物体の乾物生産を促進できると予想される．
そこで，本研究では，閉鎖型苗生産システムにおけ
る照明器具の亀気エネルギ消費仄を削減するための
PPF調節に関する一つの手法として，植物個体群の生
育にともない PPFを高めていく調節方法について，植
物個体群の生育ならびに誼気エネルギ消費に関する見
地から検討した．
材料および方法
l. 供試材料
供試植物は，サツマイモ (lpomoea bata/as (L.) 
Lam.，品種：ベニアズマ）とした．人工光下で葉 1枚
を含む単節を 15日問育成して得た，葉約5枚を有する
サツマイモ植物体を，再び葉 l枚を含む単節に切り分
けて，増殖体（乾物重73土6mg)とした．セル成型苗
用培地（ナプラ養土，ヤンマー屁機（株））を充填した
72穴のセルトレイ (W0.21 m XL 0.54 m, 72角プラ
グトレイ，日新股工産業（株），以下，単にトレイ）に
増殖体を植え付けた．
2. 育成環境条件
PPFを5日おきに 100,200および300μmol m-2 s-1 
と高めていく処理区 (S170区）， PPFを200μmol m-2 
sー1と一定にする処理区 (Cl70区）および PPFを300
μmol m-2 s―1と一定にする処理区 (C260区）の 3条件
下で，サツマイモ植物体を 15日間育成した(TableI). 
なお，記号の最初の英字Sは段階的に PPFを高めた処
理区を，また英字Cは PPFが一定の処理区を，それぞ
れ示す．英字に続く数字は実験期間中の秋狂 PP卜を表
す．
気温相対湿度 CO2濃度および明期は，それぞれ28
•c, 75%、1000μmol mol―'および 16h d-1に設定し
た． 0日目に水を， 4, 7, 10およ び 13日目に茂液（蓑
液栽培用肥料 A-2号 ：1.2gL-1,132号： 0.6g L古
C-1月： 0.1g L-1, 日本たばこ産業（株））をそれぞれ
生物J~j糾潤節 {Environ Control an Bao!) 
Table I Photosynthetic photon flux and integrated photosynlhctic photon flux during 
the experimental period of each treatment. 
TreaImenl PPF'（μmol m―2 S―1___ Integrated PPF during transplant 
code" 0-4 DAPY 5-9 OAP 10-14 OAP production period (mol m-2) 
Sl70 
Cl70 
C260 
100 
200 
300 
200 
200 
300 
'Photosynthetic photon flux on tray surface. 
Y Days a「terplanting. 
300 
200 
300 
170 
170 
260 
• For treatment codes, S and C represent the stepwise increase and constant PPFs, 
respectively. The numbers following the S or C represent the integrated PPF (PPF X 
photoperiod x transplant production period). 
底面から与えた．それぞれの処理区に 4トレイ (72植
物体X4トレイ＝288植物体）を供試した．
3. 育成装瞑および装誼内の環境制御方法
育成装問として，グロースチャンバ（コイトトロン
KG,小糸工業（株）， W 1.7 m XL I.3 m X H 2.0 m) 
を用いた． 4枚の トレイが設四できる棚 (W0.6 mX L 
1.2 mX H 0.5 m) を3段設置し，植物体を育成した．
育成に使用したグロースチャンバ内の棚および育成し
た時期の違いが植物個体群の生育におよぼす影響を防
ぐために，3回(1999年 9月2日～17日 9月25日～10
月 10日， 10月22日～II月6日）実験を繰り返した．
それぞれの実験で，処理区を作り出す棚をかえた．
光源として白色高周波蛍光灯 (FHF32EX-W,松下
電器産業（株））を各棚に 8本設置した．各棚の光強度
の調節には，ライトコントローラ(NQ2!575-321,松下
電工（株））を用いた．装置内のCO2濃度は赤外放射式
CO2分析計(ZFP9，富士電気（株）），データコントロー
ラ (Greenkil100, （株）ESD)，パーソナルコンピュー
タおよび霞磁弁(AB31-02-I, （株）CKD)を用いて制御
した．
4. 測定およひti定項目
4. 1 植物体の生育呈
o, 5, 10および 15日目に植物体の乾物厖，生体重，
展開葉数および葉面和を各処理区で 1回の実験につき
それぞれ40個体測定した．生体重は電子天秤 (EB-
4301--1,島津製作所（株），精度：士2mg)を用いて測定
した．各部位別に 80°Cに設定した循環式恒温乾燥機
(MOY-102F，三洋霞機（株））内で72時間以上乾煉させ
た後部位別に乾物重を電子天秤 (ER-!80A, エー ・
アンド・ディ（株），精度 ：士0.1mg)を用いて測定した．
葉面栢は，葉部の画像をカラーイメージスキャナ
(GT-8SOOWIN, キャノン（株））で取り込み，画像計測
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プログラム（画像面積測定ソフト Ver.01,富士通九州
システムエンジニアリング（株））を用いて測定した．
葉面積指数は積算葉面積をトレイ面積で除して求め
た． 0,s, 10および 15日目の葉面積指数を指数関数で
近似して，任窓の日数における葉面積指数を推定した．
繰り返し行った実験のそれぞれを反復とみなし，分散
分析を行った．
4.2 照明器具の電気エネルギ消費豆およぴ照明器
具の電気エネルギ消費呈あたりの乾物重増
加昼
各処理区での照明器具の電気エネルギ消費孤は，簡
易型電力羹表示器（エコワット，東光精機（株））を用
いて測定した． 0日目および 15日目の乾物重から算定
した乾物璽増加且を 15日間の照明器具の稼算電気工
ネルギ消費団で除して，照明器具の電気エネルギ消費
拭あたりの乾物増加泣を箕定した．
4.3 植物個体群の純光合成速度および光利用効率
3, 8および 14日目には増殖体として植え付けた個
葉（以下，増殖体個葉）の純光合成速度を，また I3日
目には新たに出現した個葉（以下，新個葉）の純光合
成速度を，それぞれ携帯型光合成測定装盟(LI-6400,
Li-cor, lnc.) を用いて，明期開始後2~16時問に測定
した．携帯型光合成測定装四のリ ーフチャンパ内の環
境条件は， PPF0, 50、l00, 200, 300および400μmot 
m-2 sー1，葉温30℃，相対混度 75%、CO2濃度 1000μmol 
mo！古 空気流品250J.tn101 s―'にそれぞれ設定した．そ
れぞれの実験において， 1条件あたり 5個体の純光合
成速度を測定した．測定葉位は第2~4葉（茎頂部最下
葉を第 l葉）とした．測定個所は，葉の中央付近 (W
2 cmX L 3 cm) とした．
植物涸体群の純光合成速度，光利用効率および乾物
重増加位の推定には， Yamadaet at. (2000) と同じ手
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法を用いた．3,8および 14日目の増殖体個菜および 13
n門の新個栞の純光合成速度の測定データを， Tamiya
(Iり.51)の提唱した式に暗呼吸速度の項を付け加えた数
理モデルにあてはめた．そこで求めた，式の光補償点
における傾き，最大総光合成速度および暗呼吸速度を
Monsi and Saeki (1953)の数理モデルにあてはめて，
植物個体群の純光合成速度を推定した．測定日以外の
植物個体群の純光合成速度は，それぞれの測定日の問
を 1次式で補完して推定した．植物個体群の光利用効
率は，推定した植物個体群の純光合成速度を PPFで除
して求めた．植物個体群の光利用効率と PPFとの関係
式にもとづき，植物個体群の光利用効率が最大となる
PPFを求めた．植物個体群の乾物頂増加紐は，実験期
間中の 1日ごとの植物個体群の純光合成速度および暗
呼吸速度を積四して推定した．
?
果
PPF調節方法および実験期問中の積算 PPFは，実
験終了時の植物体の乾物重に影抒をおよぼした(Table
2). PPF調節方法は，生体重，展開葉数（増殖体部分
の葉は除く）および葉面積には影密をおよぽさなかっ
たが，実験期間中の積UPPFはそれらに影愕をおよぼ
した． Sl70区における 15日目の植物体の乾物重は，
Cl70区におけるそれの I.I倍となった．一方， Sl70区
における 15日目の植物体の生体頂，展開葉数および葉
面釈には， Cl70区におけるそれらとの間に，有意な差
は見られなかった． C260区における 15日目の植物体
の乾物阻生体誼，展開葉数および葉面積は， Cl70区
におけるそれらの，それぞれ， 1.3, 1.2, I. Iおよび I.I 
倍となった，
S170区， Cl70区および C260区における照明器具
の龍気エネルギ汎1'ti収の積算値は，それぞれ， 311,298 
および419MJ m→(86, 83および 117kWh/mりであっ
た照明器具の屯気エネルギ消費品あたりの植物体の
乾物重増加只は， S170区， Cl70区およびC260区にお
いて，それぞれ0.44,0.39および0.40μg J-1 (1.6, 
および 1.4g/kWh)であった．
植物個体群の純光合成速度は，それぞれの処理区で，
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Time courses of the net photosynthetic rate or 
plant canopies in stepwise PPF, and constant 
PPF control conditions. 
In stepwise PPF condition (S170), the PPFs 
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PPFs or 200 (Cl70) and JOO μmo! m→ sー1
(C260) were chosen as the constant PPF condi-
tions. The data represent means from three 
replicate measurement. 
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Table 2 Dry weight,「reshweight, number of newly developed unfolded leaves and leaf 
area 15 dafter planting as affected by PPF controlling method and/or integral-
ed PPF. 
Treatment 
code 
Dry weight 
(mg/plant) 
Fresh weight 
(g/plant) 
No. of newly 
developed leaves 
Leaf area 
(cm2/plant) 
S170 
C!70 
C260 
365土351
321土27
424土58
5.05土O.JJ
4.90士0.44
6.02士0.68
4.9士0.2
4.8上0.2
5.4士0.3
102.9土 6.7
102.9士 6.9
115.7士12.8
PPF controlr 
??
NS NS NS 
Integrated PPP ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ??
'Mean.tstandard error of three replicate expe『iments.
Y Statistical analysis between $170 and Cl70. 
其Stat1st1calanalysis between Cl 70 and C260 
NS, *, * * :non significant or significant al p<0.05 or 001, respectively. 
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Fig. 2 Time courses of the PPF giving in maximum 
light utilization efficiencies (LUEs) in stepwise 
PPF, and constant PPF control conditions. 
In stepwise PPF condition (S170), the PPFs 
were set at 100, 200 and 300 μmot m-2 s-1 0-4, 
5-9 and 10-14d a「tcrplanting, respectively. 
PPFs of 200 (C 170) and 300 μmol m-2 s-1 
(C260) were chosen as the constant PPF condi• 
tions. The LUE was estimated by dividing net 
photosynthetic rate of plants canopy by PPF. 
The data represent means from three replicate 
measurement. 
実験期間中，経日的に増大する傾向が見られた (Fig.
I). S170区における 3,8, IJおよび 14日目における
植物個体群の光利用効率は，それぞれ 100,140, 140お
よび 160μJTIOI n戸 sー1で最大となった (Fig.2). Cl70 
区における 3,8, 13および 14日目における植物個体
群の光利用効率は，それぞれ80, 140, 140および70
μmol m-2 s-1で最大となった． C260区における 3,8, 
13および 14日目における植物個体群の光利用効率
は，それぞれ 110,210, 180および 100μmol m-2 s-1 
で最大となった．植物個体群の純光合成速度から推定
した， S170区， Cl70区およびC260区における実験期
問中の植物体の乾物狙増加泣は，それぞれ， 385, 390 
および501mg/plantであった．一方， S170区， Cl70区
およびC260区における実験期間中の植物体の乾物重
増加祉の実測値は， 292,248および351mg/plantで
あった．
? ?
Sl70区における 15日目の植物体の乾物重は， Cl70
区におけるそれの II倍であったことから、実験期間
中の積算 PPFが等しい条件下でも，植物体の生育にと
もない PPFを高めていくことで， PPFを一定にした
場合と比ぺて植物体の乾物生産を促進できることが示
された．これは，植物個体群の光利用効率が高くなる
につれて PPFを応めていったためであると考えた．ま
た，植え付け直後の植物体の水ストレスを，低 PPFに
より回避したことも，一つの要因である：他方， S170
区における照明器具の陀気エネルギ消双貨あたりの乾
物重増加凪も， Cl70区におけるそれの I.I倍となっ
た．これらのことから，本研究で示したような，植物
体の生育にともない PPFを高めてい <PPF調節は，
閉鎖型苗生産システムの電気エネルギ利用効率（植物
体が乾物として固定した化学エネルギ量／閉鎖型苗生
産システム全体の冗気エネルギ消双且）を高めるうえ
で重要となると考えた．
本実験では，空調器具や加湿器 ・ファンなどの器具
の鼈気エネルギ消費位を測定しなかったが，ここで，
Ohyama et al. (2000)と同じ装匹を用いて本実験を行っ
た場合を想定して，システムの電気エネルギ利用効率
を推定してみる．この装置では，照明器具の霞気エネ
ルギ消費旦とシステム全体の冗気エネルギ消費丘との
比は， 0.76であった．この値より， Ohyamael al. (2000) 
と同じ装置でS170区，C170区および C260区と同じ
PPF調節を行った場合のシステムの電気エネルギ消
費且は，それぞれ， 409,392および 551MJ m-2となる．
他方， Larcher(1995)の報告にもとづき，植物体が光
合成により固定した化学エネルギ址を推定すると，
S170区， CI70区および C260区において，それぞれ，
2.8, 2.3および3.3MJ m→となる．これらより， S170
区， Cl70区およびC260区と同じ PPF調節を行った
場合のシステムの電気エネルギ利用効率は，それぞれ，
0.007 I 0.006および0.006となり，S170区における電気
エネルギ利用効率は，他の二つの処理区におけるそれ
よりも高くなる．
C260区における植物体あたりの乾物重が， S170区
における I5日目のそれと同等になるまでの期問を推
定すると，13.5日問であった． C260区における 13.5日
問の照明器具の冗気エネルギ消費乱は 377MJ m-2で
あり， S170区における 15日問のそれ (311MJ m→) 
より大となる．また，照明器具の電気エネルギ消費黛
あたりの乾物重増加祉は0.37μgJ-1 (1.3 g/kWh)とな
る．このことは，実験期間中の積箕PPFを高めること
により．植物個体群の乾物生産を促進できるが，
テムの電気エネルギ利用効率は低下することを示して
シス
し)る．
Goto and Takakura (1987) は，植物個体群の光利
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用効羊が常に最大となるように光強度を制御する場
合，光強度を一定とする場合に比ぺて照明にかかわる
コ入卜を 1~15％低減できることを示唆している．この
報告では，育成期問を定めずに，植物体生体重を基屯
に照明にかかわるコストを検討している．他方，本実
験において，すべての処理区で植物個体群の光利用効
率は， PPF70~210 μmol m-2 s―1で最大値を示した．
植物個体群の光利用効率が常に最大となる PPF調節
を行った場合，実験期間中の乾物頂増加位は，乾物重
増加巫が小さかった Cl70区のそれよりも低くなるこ
とが予想される．植物個体群の光利用効率が最大とな
るPPFを選択することは，百成期間によっては乾物頂
増加乱を必ずしも大としない．育成期間の延長は，労
励者貨金，施設使用料などの照明にかかわる範カコス
t• 以外のコストを増大させる．ある一定の育成期間に
おいて乾物重増加況を大とするためには，育成期間中
の積箕 PPFを高める必要がある．それゆえ，閉鎖型苗
生産システムを実用化する際には，育成期問中の積算
PPF,植物個体群の光利用効率および照明にかかわる
鼈カコスト以外のコストを考慮したうえで，育成期間
中の PPFを設定する必要がある．
閉鎖型苗生産システムでは，システムを同化箱とみ
なして， CO2{共給速度および換気による閉鎖型苗生産
システム内外間の CO2輸送速度から植物個体群の純
光合成速度を推定することができる．育成期間中の植
物個体群の純光合成速度を経日的に把握できるので．
植物個体群の光利用効率も経日的に推定できる．この
ことから，閉鎖型苗生産システムでは，事前に育成期
問の積狂 PPFを決定しておくことで，植物個体群の光
利用効率が大となる，すなわち，照明器具の電気エネ
ルギ消費旦あたりの乾物団増加証が大となるような
PPF調節が可能となると考えた．
植物個体群の純光合成速度および暗呼吸速度から推
定した実験期間中の乾物重増加屈は，乾物重増加飛の
実測値と比ぺて 1.3~1.6倍となった．本実験では，そ
れぞれの測定曰の間は 1次式で補完した． しかし，実
際の植物個体群の純光合成速度は，経日的に直線的で
はなく，指数関数的に増大していくことが予想される．
それゆえ，実験期間中の測定回数が少ない場合には，
実験期間中の乾物菫増加紐の推定値と実滉値の差が大
さくなる．前報 (Yamadaet al, 2000)では，実験期
間中の測定回数は 6回であったのに対し，本実験では
4回であったこのこ．とが、前報と比ぺて乾物屯増加：；
の実恒lj値と推定値の正が大きくなった一因であるとg
260(80) 
えられる．他方，前報で述ぺたように， 1）推定に川い
た純光合成速度およひ暗呼吸速度は葉群の値であり，
根部および茎部の呼吸速度を含まないこと， 2）リーフ
チャンパ内の印境条件と実際の育苗珀境条件が異なる
こと，および 3)測定誤差，によっても，乾物胆増加屈
の実測値と推定値の差が生じたと考えられる．
Sl70区における植物個体群の純光合成速度および
暗呼吸速度から推定した実験期間中の乾物菫増加磁
は， Cl70区におけるそれとほほ同じとなった．この傾
向は、乾物璽増加依の実測値の傾向とは異なる． S170
区の IJ日目における新個葉の純光合成速度の平均値
は，他の処理区におけるそれと比ぺて小となった．こ
れは， Sl70区における 13日目の光合成測定に用いた
植物個体群へのかん水が遅れたことに起因すると考え
た．これまで1こ，水ストレスによって植物体の純光合
成速度は低下する (Kramerand Boyer, 1995)ことが
知られている．また， Shibuyact al. (1997)は，かん
水前後におけるトマトセル成型苗個体群の純光合成お
よび蒸発散速度を測定した中で，しおれの兆候が見え
始めた頃から純光合成速度が低下したことを報告して
いる． S170区における IJ日目の新個葉の純光合成速
度は PPF400 μmol m-2 s―』において 10μmol m-2 s-1 
であったが，水ストレスがない状態であれば，他の処
理区におけるそれと同様に 13μmol m-2 s-1程度とな
ることが推察される．このとき， 13日目の植物個体群
の純光合成速度は 16μmol m-2 s-1となり，この値を用
いた場合には，Sl70区における乾物重増加伍の推定値
は401mg/plantとなり，乾物重増加径の推定値の傾向
とほぼ同様となる．
?
論
PPFを5日おきに 100,200および 300μ mol m-2 sー1
と高めていく処理区 (S170区）， PPFを200μmol m-2 
sー1と一定にする処理区 (Cl70区）および PPFを300
μmol m-2 s―1で一定にする処理区 (C260区）の 3条件
下で，サツマイモ植物体を 15日問育成し，以下の知見
を得た． I)実験終了時の植物体あたりの乾物重は，
C260区＞S170区＞Cl70区となった． 2）葉面積および
展開葉数は実験期問中の積TI.PPFが等しい条件下で
同じであった． 3）照明器具の旭気エネルギ消f'i:jiあた
りの乾物重増加岱は， S170区＞C260区＝Cl70区と
なったこれらのことから，実験期間中の積f'):PPFが
等しい条件下ぐも，植物体の生育にともない PPFを高
めていくことで， PPFを一定にした場合と比べて，葉
生物環境潤節 (FnvironCon1rol in 8101.) 
面秋おJび展開葉枚数に影響をおよほすことなく ，植
物体の乾物生産を促進できることが示された．それゆ
え，本尖験で示したような植物体の生百にとbない
PPFを高めていく PPF調節法は，閉鎖型苗生産シス
テムにおける植物体育成にかかわる祖気エネルギ消費
氏を削減するうえで重要となると考えた．
本実験の遂行にあたり，千葉大学園芸学部久保田智
恵理博士から，有益なご教示を賜った．ここに厄＜謝
意を表する．
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